
【消防施設費： 86.5万円】※国からの車両および資機材の無償貸与制度

・自動車保安基準の見直しにより、車両出荷の遅延が判明し補正する。
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令和６年第１回定例会は、会期 28日間で開催されました。
人事案件1件と単行議案16件、補正予算関係4件、令和6年度当初予算関係7件および最終日に追

加議案上程された、単行議案2件と補正予算関係1件の計31件が、いずれも原案通り同意、可決。
一般質問は8人が町政全般にわたる課題をただしました。

私は一般質問に登壇し、住民目線で皆さんからの「声」を届け、実現に向けた提案および発言を
しました。

歳 入

歳 出

歳入歳出 86.5万円減額

令和6年度当初予算の概要

一般会計補正予算 (主なもの)

【合併70周年事業】69事業＝5.1億円
・合併70周年記念事業………… 5278万円
・記念ドラマ制作……………… 2500万円
・合併70周年記念式典等運営…1955万円 など

【新規事業】70事業＝10億3742万円
・３中学校の体育館空調設置工事…2億5519万円
・生活応援チケットの発行……………………2億円
・南部中学校内部改修工事………………4788万円
・庁舎外構整備工事………………………4165万円
・移動型バリアフリートイレの導入……1644万円
・デジタル基盤整備…………………………738万円
・ファーストミッションボックスの導入…132万円など

過去最大

＜施政方針＞元気に希望を取り戻す
～チョイス(良質な選択)・チャレンジ(探求と挑戦)

・クリーン(環境の清浄)〜

国庫支出金：760万円減、寄附金：1261万円、繰入金：587万円減

区分 予算額 対前年度比

一般会計 207億1000万円 103.2%

特別会計 66億3070万円 95.1%

水道事業 14億2232万円 88.9%

下水道事業 23億6948万円 175.2%

総額 311億3251万円 103.8%



地域の困りごと、町政に対する ご意見・ご要望などございましたら

お気軽に「たきょう毅くらしの相談」をご活用ください♪

https://takyo-giin-dnwu.com/

※【お願い】町政レポート配布にあたり、氏名および住所の相違や変更がありましたら ご連絡ください。（連絡先：表面/上部記載）

たきょう毅  

県道へ一時停止し合流する通勤路
において、道下草の管理に苦慮して
いる場所。

都度打ち上げし、町から県へ要望
していましたが、長期間管理可能な
防草シート設置に改善されました。

一般質問①

私の想い
交通事故の発生要因は様々であり、的確な対策が
必要である。

「交差点の不安全抽出に防犯カメラ映像の活用を」

現 状 安全・安心な住みよい街づくりが期待されるが、
信号交差点に関する対策は、期待との乖離あり。

登校時の大迫交差点

一般質問
信号灯器のLED化や標識と標示を更新する考え方
・判断基準、設置が望ましいと町が判断した対象
数、交通事故につながる危険性、歩行者用信号機
設置の課題と当面の対応、不安全抽出に防犯カメ
ラ映像利活用、ゾーン30導入の考え など。

回 答 総務部長▼優先度の高い交差点（通学路、歩行者数、交通事故等）から実施
、9カ所の新規設置を要望、危険性高い交差点は通学路点検や地元要望により
安全対策や警察へ要望、重大事故発生交差点は警察と道路管理者と防災安全
課で現場検証し交通事故防止対策実施、課題は、県道であり退避場所等の民
地確保、当面は反対側の通行を指導、防犯カメラの目的外利用は難しい、ゾ
ーン30は対象区域内住民等の合意形成が課題。など

民地の確保や映像の利活用など、解決すべき課題が示される

一般質問②

私の想い 中小企業をはじめ人の確保に苦慮する、事業者の切実な声が寄せられる。地
方の担い手を確保する施策が望まれている。

「県制度を活用し、担い手確保を」

現 状 愛知県では首都圏から移住支援を推進しているが、地方の担い手を確保する
ための課題が山積している。

一般質問
愛知県の移住支援に追従する考え、対応の考え、人口減少社会で「戦略的に
縮む」成長の課題、担い手確保施策を立案する考え など。

回 答

環境経済部長▼積極的に推進すべき事業であり、県と連携し令和元年度から
継続して予算化しているが実績は無い（申請要件に課題ありと考察）。

企画部長▼企業誘致と住宅開発の両輪における好循環の流れを今後も継続す
る、移住を促すためのまとまった可住地がない、将来目標人口と具体的な施
策設定が必要 など。

県施策の課題や、将来目標人口と具体的な施策設定の必要性が示される

くらしの相談事例 「県道通勤路の安全確認を目視しやすく」

3年間は効果が見込まれる刈取り後、徐々に成長
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